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JENESYS2020 日ブルネイ・オンライン交流 

（車検制度）の記録 

 

１. 概要 

【目的】ブルネイの車検制度を所掌する機関・部署で働く行政官が、日本の車検制度の概要、役割及

び有益な取り組みへの理解を深め、両国の関係者間の相互交流を図ることを主目的として、本プロ

グラムを実施しました。 

 

【参加者】 ブルネイの行政官 計 22名 

 

【訪問地】 東京都、大阪府 

 

【日程】    

日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

以下の参加人数：15名 

2021 年 

9月 14日 

東京都 

【自国レポート発表】 

「ブルネイにおける車検制度の取り組

みと課題」 

発表者：ノル ムハンマド イクラル ビン 

アブドゥル ハミード氏 

 

【ウェビナー・質疑応答】 

講師：国土交通省自動車局 技術・環境

政策課 国際業務室 秋葉 優耶氏 

1. 講義  

2. 質疑応答 

ブルネイの代表者より、自国の車検制度の

現状、取り組み、課題等についてプレゼン

テーションが行われ、ブルネイの参加者自

身も真剣に耳を傾けていました。  

講義では、日本の安全基準や定期点検の項

目の他、検査場で使用する設備の要件等、

自国の状況と照らし合わせた質問が多数あ

りました。 

 

以下 5日間の参加人数：7名（以下のプログラムは他のプログラムと合同で実施） 

2022年 

1月 22日

～ 

【動画視聴】 

1. 外務省挨拶 

2. 愛知の魅力～産業、最先端技術～ 

3. ホストタウンの取り組み 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し

てから参加しました。 

2022年 

1月 25日 

東京都 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 自己紹介（グループ別） 

2. 日本理解講義・質疑応答 

「Japan Today」 

最初に自己紹介をしたことで和やかな雰囲

気がうまれました。日本理解講義では、「人

口が東京に集中している現状に対して、政

府はどのような対策を講じているか」「日本
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講師：SIMA国際経営研究所 所長 

木村 秀夫氏 

3. グループ別交流 

では、どのような技術を利用して廃棄物か

らエネルギーを生み出しているか「日本の

高齢化社会に対する日本の政策について教

えてほしい」など多くの質問がありました。

参加者から講義内容に対してポジティブな

意見があり、初日としてよいスタートでし

た。グループ別交流では、リーダー、サブ

リーダーを選出しました。 

2022年 

1月 26日 

大阪府 

 

【ウェビナー、質疑応答、交流】 

1. 講義：「車検制度の紹介」 

講師：国土交通省近畿運輸局大阪運輸

支局 検査・整備・保安部門 主席陸

運技術専門官 若林 朝人氏 

2. 講義：「車検検査の紹介」 

講師：独立行政法人自動車技術総合機

構 近畿検査部検査課 課長 竹内 

弘明氏、主席自動車検査官 東田 圭

右氏 

3. 参加者交流（質疑応答、親睦交流） 

講義中にもチャットで質問をするなど、参

加者の関心が高い講義でした。質問では、

「EV 車の検査では検査方法や工程は変わ

るか」「検査不合格の場合はどうなるか」「検

査結果など電子化されたデータは警察や政

府などと共有されているか」「下回り検査

で、人の手や目視で行なうのではなく、カ

メラでスキャンするような検査方法につい

てどう思うか。正しく評価できるのか」な

ど、その場や後日書面等で講師が回答する

などしてインタラクティブな講義になりま

した。講義の後も、「今回の講義のように、

日本から学ぶ点が多い」といった意見が参

加者から聞かれました。 

2022年 

1月 27日 

東京都 

 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 講義：「日本の自動車産業におけるカー

ボンニュートラルへの取り組み」 

講師：一般社団法人 日本自動車工業

会 安全・環境領域長 岡 紳一郎氏 

2．質疑応答 

日本の基幹産業に関する講義であり、世界

共通の課題である環境問題への取り組みを

説明する内容ということもあり、初めから

参加者の期待感が高い様子でした。講義資

料で示されたデータ量の多さに圧倒された

という声とともに、自国でも取り組むべき

重要な課題であると多くの参加者が再認識

していました。自動車産業の動向に高い関

心を寄せているようで、質疑応答では多数

の質問がありました。主なものは下記の通

りです。 

- 自動車業界が新型コロナウイルス感染

症の影響で受けた打撃は何か（特に部

品不足、原材料の高騰による代替品の

使用など）。 

- 2050 年カーボンニュートラル実現を目
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指すにあたり、従来型の自動車は電気

自動車やプラグインハイブリッド車な

どと完全に置き換わることになるか。 

- 通常の自動車に比べ、電気自動車は高

価だが、日本での使用率はどのくらい

か。充電施設はどれくらい充実してい

るか。 

2022年 

1月 31日 

東京都 

 

【ワークショップ、報告会】 

1. アクション・プランの策定 

2. プレゼンテーション 

3. 講評 

SIMA 国際経営研究所 所長 木村 

秀夫氏 

4. 記念撮影 

プログラム全体を通して得た学びから、プ

ログラム後 3 か月以内に実施するアクショ

ン・プランを策定し、プレゼンテーション

を行いました。 

 

２. 記録写真 

  

2021 年 9 月 14 日【ウェビナー・質疑応答】講

師へ質問をする参加者 

2021 年 9 月 14 日【ウェビナー・質疑応答】講

師へ質問をする参加者 

 

 

2021 年 9 月 14 日【ウェビナー・質疑応答】講

師へ質問をする参加者 

2021 年 9 月 14 日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真 



 

4 

 
 

2022 年 1 月 25 日【ウェビナー・質疑応答】講

義の様子 

2022 年 1 月 26 日【ウェビナー・質疑応答、交

流】講義の様子 

 
 

2022年 1月 27日【ウェビナー・質疑応答】「日

本の自動車産業におけるカーボンニュートラル

への取り組み」講義中の様子 

2022年 1月 30日【ワークショップ、報告会】 

プレゼンテーションの様子 

 

2022 年 1 月 30 日【ワークショップ、報告会】

集合写真 
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３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加社会人 

非常に有益な情報が得られました。プログラム時間はあっという間に過ぎ、ディスカッションや質

疑応答の時間が足りないほどでした。 

 

 参加社会人 

このオンラインプログラムで、日本における車検についてより良く理解することができました。 

 

４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 講師 

参加者からたくさんの質問があり、すべてに答えることができず申し訳なかったです。次回は、も

う少し質疑応答の時間を長く設けたいと思います。 

 

５. 参加者の対外発信  

 

2022年 1月 31日（Instagram） 

 

  



 

6 

６．最終報告会でのアクション・プランの発表 

グループ 1 

 

「車検制度の紹介」 

 実施理由： 

- 検査基準（チェックリスト、手順、機器・工具）が

統一されていない 

- 車検の制度が未確立である 

- 高い自動車安全基準の確保 

 実施時期： 

- 最初の 3か月：ベスト・プラクティスの研究、関連

機関との議論、枠組みの検討と特定 

- 3か月後：政策提案書作成、省からの政策指示書作

成 

 実施する者： 

- 陸運部 

- その他関係機関（交通情報省（MTIC）、司法長官室） 

 ターゲット： 

- 自動車検査所（VIS） 

- 認可工場 

 実施計画、実施方法： 

- ベスト・プラクティスの研究 - シンガポールやマ

レーシアの関連当局をはじめとする国際機関から

のデスクトップ・リサーチや情報収集を行う。 

- 枠組み設定の検討と特定 - 枠組み設定について関

連機関と議論する。 

- 政策提案書の作成 – ベスト・プラクティス、枠組

み設定、車検専門家の知見を用いた提案書を作成す

る。 

- 入札開始 – 政府の SNSや新聞を通じた広告の掲

載 
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グループ 2 

 

「電気自動車の車検について」 

 実施理由： 

- 電気自動車の車検について知る 

- 電気自動車の検査基準 

 実施時期： 

- 最初の 3 か月：ベスト・プラクティスを研究し、

関連機関と議論する 

- 3か月後：自動車検査所（VIS）に電気自動車検査

の必要性を伝え、技術者のスキル、知識、車検手順

を改善する 

 実施する者： 

- 陸運部 

- その他の関係機関（電気自動車共同部（EVJTF）

（ブルネイにおける電気自動車の導入を監視する

部隊）） 

 ターゲット： 

- 自動車検査所（VIS） 

- 認可工場 

 実施計画、実施方法： 

- ベスト・プラクティスの研究 –デスクトップ・リサ

ーチと国際機関からの情報を収集する。 

- 電気自動車の車検要件を検討・特定 - 関係機関と

協議する。 

- 政策提案書の作成 – ベスト・プラクティスから提

案書を作成し、自動車検査所から得た知見を検討す

る。 

- 入札開始 – 政府の SNSや新聞を通じた広告の掲

載 
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グループ 3 

 

「自動車検査所の整合性」 

 実施理由： 

検査手順とガイドラインの不適合 

 実施時期： 

2022年第 1四半期：自動車検査所の不定期検査 

 実施する者： 

陸運部、交通情報省（MTIC） 

 ターゲット： 

自動車検査所 

 実施計画、実施方法： 

関係当局と執行機関による自動車検査所の抜き打ち検

査で、これらの検査所が現行の規制、検査手順、ガイ

ドラインを遵守していることを確認する。 

グループ 4 

 

「自動車検査所の統一」 

 実施理由： 

現状、自動車検査所の工具や機械は互いに整合性がな

い 

 実施時期： 

- 最初の 3 か月：自動車検査所に対する工具や機械

の在庫についての検査と調査 

- 3か月後：工具や機械を自動車検査所に揃える 

 実施する者： 

陸運部 

 ターゲット： 

自動車検査所（VIS） 

 実施計画、実施方法： 

- 最初の 3 か月：自動車検査所に対する工具や機械

の在庫についての検査と調査 

- 3か月後：工具や機械を自動車検査所に揃える 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 


